
の
移
転
反
対
で
は
患
者
家
族

の
声
を
聞
き
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
消

費
増
税
を
や
め
、
社
会
保
障
充

実
の
た
め
、
国
会
で
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
声
や
激
励
が
た

く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

の
再
稼
働
を
「
蟻
の
一
穴
」
と
位

置
づ
け
、
今
後
、
次
々
と
再
稼
働

へ
の
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。 

 

 
 
 

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
２
０
１
１

年
８
月
７
日
に
発
表
し
た
「
原
発

利
益
共
同
体
の
構
図
」
を
紹
介
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

２
０
０
９
年
度
電
力
会
社
か
ら

の
献
金
先 

▽
民
主
党
に
２
３
０
０
万
円 

▽
自
民
党
に
６
億
７
千
万
円 

▽
マ
ス
コ
ミ
に
広
告
宣
伝
費
と
し

て
８
８
３
億
円 

▽
御
用
学
者
へ
の
寄
付
金
な
ど 

こ
の
ほ
か
原
発
に
関
わ
る
企
業

は
巨
額
の
富
を
得
て
い
ま
す
。 

▽
原
子
炉
メ
ー
カ
ー
（
三
菱
、
日

立
、
東
芝
な
ど
） 

▽
鉄
鋼 

▽
ゼ
ネ
コ
ン 

▽
商
社 

▽
化
学 

▽
金
融
機
関
、
生
保
会

社
な
ど 

 

そ
し
て
、
今
年
３
月
１６
日
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
懇
談
会

（
会
長:

有
馬
朗
人
元
東
大
総

長
・
元
文
相 

座
長:

電
力
会
社
、

原
子
炉
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
、

な
ど
産
業
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

構
成
）
は
野
田
総
理
に
「
原
発
を

早
く
稼
働
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
提

言
し
た
の
で
す
。 

  
 
 

 

 

                                  
 
 

６
３
０
０
億
円 

５
兆
５
千
億
円 

 

そ
し
て
、
今
年
３
月
１６
日 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策 
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民
主
、
自
民
、
公
明
３
党

の
密
室
談
合
で
合
意
し
た

消
費
税
増
税
法
案
が
、
国
民

の
声
を
無
視
し
て
衆
議
院

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

消
費
税
は
所
得
の
低
い

人
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
り
、

圧
倒
的
多
く
の
中
小
企
業

は
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
身

銭
を
切
っ
て
税
務
署
に
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

年
収
２
０
０
万
円
以
下

で
働
く
労
働
者
が
１
０
０
０

万
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
企
業
は
内
部
留

保
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い

る
の
で
す
。 

こ
ん
な
密
室
で
の
談
合
政

治
に
、
国
民
の
怒
り
は
沸
騰

し
て
い
ま
す
。
一
般
の
マ
ス

コ
ミ
は
報
道
し
ま
せ
ん
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
や
オ
ス
プ
レ
イ
な

ど
、
暴
走
政
治
の
根
源
に
は

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、
財

界
中
心
」
の
政
治
が
あ
る
こ
と

が
い
よ
い
よ
、
わ
か
り
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
消
費
税
に

頼
ら
ず
、
国
民
の
所
得
を
増
や

し
、
税
収
を
大
き
く
の
ば
す
中

で
経
済
を
立
て
直
す
。
そ
の
上

で
、
大
企
業
や
富
裕
層
な
ど
に

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
、

社
会
保
障
を
よ
く
す
る
プ
ラ

ン
を
提
言
し
て
い
ま
す
。 

真
に
国
民
が
主
人
公
の
政

治
に
変
え
ま
し
ょ
う
。 

 

塩川てつや 

梅村さえ子 

野
田
内
閣
に
よ
る
「
消
費

税
増
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
悪
」
や
大
飯
原
発
再
稼
働

な
ど
に
対
し
、
多
く
の
国
民

の
怒
り
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
並

木
と
し
え
さ
ん
は
連
日
、
１３

区
の
地
域
を
街
頭
宣
伝
、
地

域
の
「
小
集
会
」
、
対
話
活
動

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

「
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

２０
万
人
も
の
一
般
市
民

が
首
相
官
邸
前
で「
再
稼
働

や
め
よ
」
と
抗
議
の
声
が
鳴

り
響
く
中
、関
西
電
力
は
大

飯
原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼

働
を
強
行
し
ま
し
た
。 

 
原
発
は
一
度
事
故
が
起

き
れ
ば
子
孫
に
至
る
ま
で

空
中
に
放
射
能
を
ま
き
散

ら
し
異
質
の
事
故
と
な
り

ま
す
。
農
業
・
漁
業
・
林
業

は
復
興
の
メ
ド
が
立
た
ず
、

生
活
す
る
場
さ
え
失
い
、
一

年
以
上
経
過
し
た
今
で
も

住
み
慣
れ
た
故
郷
に
帰
れ

な
い
人
が
い
る
の
で
す
。 

ま
た
、
原
発
は
再
処
理
や

自
然
汚
染
、
近
隣
の
海
外
へ

の
影
響
な
ど
、
人
間
の
生
存

と
は
両
立
で
き
な
い
の
で

す
。 そ

れ
で
も
野
田
総
理
や

原
発
推
進
派
は
「
今
度
は
安

全
だ
」
と
根
拠
の
な
い
安
全

神
話
を
復
活
さ
せ
た
り
「
電

力
不
足
に
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
」
と
脅
か
し
た
り
、「
原

発
は
国
に
と
っ
て
重
要
な

電
源
だ
」
と
い
っ
て
財
界
と

口
裏
を
合
わ
せ
、
大
飯
原
発

7 月 6 日国会前デモ、15万人の参加者 

「大きな音だね」 野田首相 

「音ではない。国民の声を聞け」参加者 


